
注文書
(書店印)

ご担当 様

ご
住
所

お
電
話

お
名
前

20200605

三
枝
充
悳
著
、一
色
大
悟
解
説

冊

法 

藏 

館

仏　教・哲　学法藏館ご注文はFAX：075-371-0458 

定
価  

一、五
四
〇 

円

〒600-8153 京都市下京区正面通烏丸東入
TEL 075-343-0458　FAX 075-371-0458

 http://www.hozokan.co.jp   info@hozokan.co.jp

2024年8月刊行

「
縁
起
」と
は
何
か
。そ
し
て
誰
が
説
い
た
の
か
。

仏
教
史
を
貫
く
根
本
思
想
の
起
源
と
展
開
を
探

究
し
、
そ
の
本
来
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
画
期

的
論
考
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一
色
大
悟
解
説

い
っ
し
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だ
い
ご

◆
著
者
・
解
説
者
略
歴

三
枝
充
悳（
さ
い
ぐ
さ　

み
つ
よ
し
）

一
九
二
三
年
静
岡
県
生
ま
れ
。東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
、
大
学
院

（
旧
制
）修
了
。ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
留
学
後
、
國
學
院
大
學
助
教
授
、
筑
波
大

学
教
授
、日
本
大
学
教
授
、東
方
学
院
長
等
を
歴
任
。筑
波
大
学
名
誉
教
授
。

文
学
博
士
。Ph.D

. 

勲
三
等
瑞
宝
章
受
勲
。

著
書
に
、『
東
洋
思
想
と
西
洋
思
想 

比
較
思
想
序
論
』（
春
秋
社
）『
イ
ン
ド

仏
教
思
想
史
』『
世
親
』（
い
ず
れ
も
講
談
社
学
術
文
庫
）『
仏
教
入
門
』（
岩
波

新
書
）『
大
乗
と
は
何
か
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）『
龍
樹
・
親
鸞
ノ
ー
ト
』

『
ブ
ッ
ダ
と
サ
ン
ガ　
〈
初
期
仏
教
〉の
原
像
』『
三
枝
充
悳
著
作
集
』全
８
巻

（
い
ず
れ
も
法
藏
館
）な
ど
多
数
。二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
九
日
、逝
去
。

一
色
大
悟（
い
っ
し
き　

だ
い
ご
）

一
九
八
〇
年
愛
媛
県
西
条
市
に
生
ま
れ
る
。東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
、博
士（
文
学
）。現
在
、東
京
大
学
附
属
図
書
館
特
任
准
教
授
。イ
ン
ド

部
派
仏
教
思
想
、お
よ
び
そ
の
東
ア
ジ
ア
伝
播
と
近
代
化
を
専
門
と
す
る
。

主
著
、『
順
正
理
論
に
お
け
る
法
の
認
識
』（
山
喜
房
仏
書
林
、二
〇
二
〇
）。


